
【別添２】

8:45 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:30

10:00～ 10:30～12:00(90分) 13:00～14:00(60分) 14:15～15:15(60分) 15:30～17:30(120分)

【開講式】 【講義】 【講義】 【講義】 【演習】

水環境行政の動向 水環境行政の実務事例について 水環境行政の実務事例について 事例研究

（届出事務、事業者指導等） (常時監視、水環境保全等)

環境省水・大気環境局環境管理課 

課長補佐　福 田 　功 神奈川県環境農政局環境部環境課 茨城県県民生活環境部環境対策課

水環境グループ 水環境室

副技幹(規制班長)　高 瀬　悠 多 室長補佐　小 室　俊 輔

8:45～10:15(90分) 10:30～12:00(90分) 13:00～14:00(60分) 14:15～15:15(60分) 15:30～17:30(120分)

【講義】 【講義】 【講義】 【講義】 【演習】

水環境の現状と課題 原点としての水俣病 環境基準の概論 事例研究(グループ討議)

中央大学研究開発機構 国立水俣病総合研究センター 東京大学 大阪大学

機構教授　古 米　弘 明 坂 本　峰 至 教授　片 山　浩 之 教授　村 上　道 夫

8:45～9:45(60分) 9:50～10:50(60分) 11:00～12:00(60分) 13:00～14:00(60分) 14:15～17:30(180分) ※休憩15分あり

【講義】 【講義】 【講義】 【講義】 【演習】

日本の下水道整備について 生活排水対策と浄化槽整備　 水環境調査の基礎  事例研究(グループ討議、討議結果共有、講評)

常葉大学　 　　 環境省環境調査研修所 <助言者>

名誉教授　小 川 　　浩 国立研究開発法人国立環境研究所 主任教官　岩 切　良 次 環境省 水・大気環境局環境管理課 課長補佐 福  田　　  功

日本下水道事業団事業統括部 環境リスク・健康領域                    環境管理課環境汚染対策室係長 尾  原　禎  幸

計画課長　久 岡　夏 樹 水道水質研究和光分室 　　

上級主幹研究員　小 坂　浩 司 14:15～16:00(105分)

【見学】

分析機器の実機見学分析機器の実機見学

環境省環境調査研修所 　　

教官　本 多　将 俊

教官　木 村　久美子

教官　岩 渕　勝 己

8:45～9:45(60分) 10:00～11:00(60分) 11:15～12:45(90分) 13:00～

【講義】 【講義】 【講義】 【閉講式】

有機フッ素化合物(PFAS)に関する 排水処理技術の概要と動向 水環境行政における地方公共団体の役割・あり方

環境省の取組

タツミ企画 環境浄化促進研究事務所

環境省水・大気環境局 代表　辰 巳　憲 司 一般社団法人北の近江マザーレイク共創会議 代表理事   

環境管理課 元滋賀県理事（琵琶湖政策・MLGs推進担当）

有機フッ素化合物対策室 三 和　伸 彦

室長補佐　井 形　瑛 梨 ※昼食の用意はありません。

○使用教室　　講堂(本館３階）　

閉講式は１３：１５に終了予定となっております。講義時間の延長等により終了時間が遅れる場合がありますが、帰りの交通機関の利用等による閉講式の欠席は認めません。

研修参加にあたっては、『研修受講ガイドブック』(環境調査研修所ホームページに掲載)をよくお読み下さい。[研修所より送付はしません]
※注意事項

7月3日

(金)

(木)

<12:00～13:00>

<12:00～13:00>

<12:00～13:00>

水道水質管理の基礎と水源保全における
連携について

微生物に起因する水環境における衛生
リスクについて

　－下水道整備の課題や日本下水道
　事業団の役割等を含めて－

令和８年度 水環境行政研修日程表(案)
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6月30日 オリエン
テーション(火) 《昼休憩》

7月1日

(水) 《昼休憩》

《昼休憩》

7月2日


